






















































































頸部の接合状況を観察し細 の写真撮影を実施する。内部調査終了後、調査 ために取り外した阿弥陀 旧状 復した。
十二月十六日（日）晴作業開始前に、宝泉院住職による法要が行われた。その後堂内と本



































































































る。前部一材後部左右三材。間に挟まれる中部は首枘後方の周辺に小角材七個（縦 ）を入れて後襟部をつくりそのうしろに数材を寄せて体背上方とする。頸 方に縦三材 前後に寄せて左肩部を形成し同部右方に縦三材を不規則に寄せて右体側部を形成する。不規則ながらこのよう 前・中・後各部 分け 縦 を寄せるので基本的に三列構造である。前 材を地附から半円形に刳って窓 あけ右体側材は地附まで達していない。 　
像内頸部のあたりを観察すると（写真
7）その前面中ほどにある



































像は勝林院創建期より一世紀以上も下るも だが平安時代後期の美作なので当時の大原における盛んな造像の一端をしのばせる。木造如来坐像一・二 そ 形状や大きさからして に に附属した化仏と思われる。勝林院はその開祖を慈覚大師に擬してい ことから木造如来坐像一の墨書（写真
11） 「慈覚大師」云々はこの像が当院に関係す


































































































































































































































































































































































たが天文十三年（一五四四）七月の大洪水により両院本堂と本尊が破損し ため閏 一月に修理された。元和年中（一六一五～一六二 ）に再度再建のため衆縁勧進を募り寛永年中（一六二四～一六四四）には崇源院殿御菩提のため春日局が再建した。
しかしながら享保二十一年正月四日本堂・ 尊を焼失した。そのた
め翌年元文二年に本尊 造られ開眼供養 行われ 現在の本尊の体部と台座および光背はこの時に造られたものである。その後数年にわたり本堂再建のため衆縁勧進が行われ安永八年（一七七九）三月十五日現在の が再建され今に至っている。このように勝林院は幾度も災害に遭いながらもそ 度に信仰を受ける人々によって再建 てきたことがわかる。
ところで勝林院に関する史料は『魚山叢書』 （勝林院所蔵）や地誌、





























An interim report about research on the Buddha Amitabha 











Shorinin will  celebrate  in  2013  a major milestone,  a millenium  that passed  from  the 
restoration of the Shorinin.




In a survey of Amitabha Tathagata statue  in 2012,  the statue of Buddha of  late Heian 
period and the statue of Buddha of Kamakura period and the statue of Buddha of Edo period 
were found inside the Amitabha Tathagata statue.
We  found  that  the  head  of  the Amitabha Tathagata  statue was  produced  in  the 
Muromachi period and part of the body was made during the Edo period.
By organizing work of 2013, we found a historical Showkoamidanyoraihukunaiki.
This  historical material  is  the  inscription  that was written  inside  of  the Amitabha 
Tathagata statue of the original.
By  these historical materials,  the background  of  foundation  original  and  subsequent 
changes of Shorinin became clear.
Keywords:  Kyoto Ohara, Jakugen, Honen, Oharamondo, showkoamidanyoraihukunaiki
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図2　勝林院周辺部
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写真１　勝林院本堂全景（南から）
撮影：鈴木
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写真３　本堂内部の状況
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写真４　本尊阿弥陀如来坐像
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写真５　右側腰部の取外し状況
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写真７　阿弥陀如来像内部―①（頭部と体部の接合状況）
撮影：山崎
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撮影：山崎
京都大原魚山勝林院本尊阿弥陀如来像調査並びに所蔵品整理作業中間報告（ 22 ） 471
写真９　木造阿弥陀如来坐像 （背面）
（右側面） （左側面）
撮影：山崎
鈴木　久男・伊東　史朗・天納　聖佳 （ 23 ）470
写真10　木造如来坐像 一 （背面）
（底面の墨書）
撮影：山崎
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写真12　像内納入仏の比較
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写真13　調査状況―①
撮影：鈴木
写真14　調査状況―②
撮影：鈴木
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写真15　証拠阿弥陀如来腹内記―1（冒頭）
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写真17　収蔵品整理作業参加者
撮影：鈴木
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